
令和 6年度 堺市感染症発生動向調査委員会 会議録 

 

開催日時：令和 6年 12月 19日（木）14：00～16：00 

場所  ：堺市衛生研究所別館（堺市保健医療センター内）1階会議室 

     （堺市堺区甲斐町東 3丁 2番 6号） 

出席委員：露口一成委員、川上展弘委員、沖永剛志委員、杉本親寿委員、谷和光委員、 

池上雅久委員、藤本美穂委員、速水真紀委員、柴田仙子委員、（9名） 

欠席委員：中尾治義委員、八木和郎委員、西本夕紀委員（3名） 

傍聴者 ：無 

事務局 ：堺市衛生研究所 

     山本所長、野田次長、三好総括研究員、福田主任研究員、岩崎主任研究員、 

田畑総括研究員、松浦主任研究員 

オブザーバー：保健所感染症対策課 

山中参事、石田主査 

 

議事： 

１．報告等 

（1）令和 5年感染症発生動向調査事業報告 

   ・感染症発生動向調査事業の報告について 

   ・主な感染症について 

 （2）細菌検査情報について 

   ・腸管出血性大腸菌について 

   ・カルバペネム耐性腸内細菌目細菌について 

   ・バンコマイシン耐性腸球菌について 

 （3）ウイルス検査情報について 

・ウイルス検査（月別の依頼件数及びウイルス検出数、診断名別ウイルス検出数） 

について 

（4）トピックス  

・急性呼吸器感染症（ARI）サーベイランスについて 

 

２． 主な質疑応答、意見等 

・ 梅毒患者について 

（委員） 

梅毒患者は、風俗関係者が 10年ほど前は多かったが、一般の人の感染も増えてき

ているため、風俗利用がなくても注意が必要です。 

 

・ 結核患者について 

（委員） 

    結核患者は、増えていますか。 

（事務局） 



  入国等によって持ち込まれる事例も含め、大阪府内での感染事例は一定水準の報

告があります。 

 

・ 腸管出血性大腸菌について 

（委員） 

  全国では生焼けハンバーグの提供による食中毒が発生していますが、堺市でも事

例がありますか。 

（事務局） 

  堺市の飲食店が原因で判明した事例はありません。 

 

・ インフルエンザ等の検査依頼について 

（委員） 

検体は、定点病院から依頼されるのですか。依頼検体の基準はありますか、診断が

ついているものが依頼されるのでしょうか。 

(事務局) 

病原体定点医療機関に、一定基準に基づき検体を提出していただくようにお願い

しています。その検体は、診断とは別に疫学的データを収集解析するために用います。

検査結果は、国に報告され、医療機関にも還元されます。 

 

・ 急性呼吸器感染症（ARI）サーベイランスについて 

 （委員）  

厚労省は、費用がかからないため患者の負担はないというが、痛みを伴い大きな 

負担となっています。患者にはメリットがないため、どのようにして患者に説明し理

解を得るか、厚労省にはよく考えていただきたいです。道筋を考えたうえで、現場の

声をくみ取り、有意義なデータとなるようにしてもらいたいです。 

（事務局） 

  4 月から新制度の運用は決まっていますが、まだ不明な点が多く、現場の方の意      

見を反映でき、国や患者さんにもメリットが出るような仕組みとなればと考えてい

ます。 

 

 

 


